
平成22（2010）年4⽉、神⽥外語⼤学の第5代学⻑にみずほホールディン

グス元副社⻑の酒井邦弥⽒が就任しました。かつて第⼀勧業銀⾏専務取締

役を務め、3つの銀⾏がみずほ銀⾏へと合併した時には最⾼責任者として交

渉の⽮⾯に⽴った⼈物です。酒井学⻑の就任後、神⽥外語⼤学は、他⼤学

との連携、企業との連携、そして語学ボランティアなど学外との関係強化

に⼒を⼊れていきます。異⽂化との関わりを原体験に持ちながら、銀⾏マ

ンを経て、神⽥外語⼤学の学⽣に「舞台」を作るために情熱をかけるに⾄

った物語をお聞きしました。（構成・⽂︓⼭⼝剛／⽂中敬称略）

僕は中国の北京⽣まれです。東京で暮らしていた両親が貿易の仕事で北京

に渡り、太平洋戦争が終戦する前年の昭和19（1944）年5⽉に僕が⽣まれ

ました。中国から引き揚げて来たのは終戦の2年後。上陸⽤⾈艇という兵⼠

を輸送していた船で⻑崎の佐世保港に到着しました。

⽇本に来てからは⺟の実家があった東京の⽬⿊で暮らしていました。両親

はとても苦労したようです。引揚者は全財産を現地に置いてくるわけです

から当然です。僕も⼩学校の頃は、「おまえの⽗ちゃん、⽀那⼈だ」と⾔

われ、ずいぶんといじめられました。「引揚者」という⾔葉の響きも嫌い

だった。かなり複雑な思いを抱えた少年時代でしたね。

体が弱くて、朝礼の時に倒れてしまうような虚弱児童でした。健康に⾃信

がないから、⾃⼰肯定もできない。鬱々としていました。でも、⾼校⽣に

なってバレーボール部に⼊ると、⾝⻑がぐっと伸びた。体⼒もついて、物

事を肯定的に捉えられるようになっていきました。いつも泣かされていた

のに、もう喧嘩をしても負けませんからね。⼈⽣観、それで変わったと思

います。
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ずっと本を読むのが好きだったから、時間があると図書館に行っていま

した。次第にドイツ文化に憧れるようになりました。イギリスやアメリ

カではなく、やはりドイツ。敗戦国であり、ヒトラーを体験した国。これ

は面白いなと。ドイツ観念哲学に憧れ、音楽や芸術に憧れた。高校卒業後

は、東京外国語大学のドイツ語学科に進みました。

東京外語大には必ず参加しなければならない課外活動として「語劇祭」

があります。すべての学科の学生が参加して、学んでいる言語で劇を上

演する。2年生か3年生の時にやるんですが、僕たちは、ゲーテの『ファ

ウスト』をやろうじゃないかとなった。そして、先輩から「お前がファウ

ストをやれ」と⾔われました。セリフは膨⼤な量のドイツ語です。夏休み

中をかけて稽古をする。すさまじいエネルギーをかけましたが、おかげで

セリフは今でも覚えています。

外国語は本で読んだり、書いたりするだけじゃ学べない。劇を通じて外

国語を体で体験する。背景にある⽂化を理解し、コミュニケーションを

する。語劇祭には外国語学習の本質がありました。（1/7）
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「おまえ、よく怒られるよな」と
佐野会⻑にはよく笑われました

第⼀銀⾏に⼊社して最初に配属されたのは神⽥⽀店です。取引先のひとつ

に佐野学園がありました。当時は、神⽥外語学院の学⽣の数がものすごい

勢いで伸びていた時期です。

僕が任されていたのは単純な集⾦業務です。学校や個⼈のお⾦を預かって

銀⾏に持ち帰るだけですが、よく間違えてしまった。それで、佐野きく枝

先⽣（当時、神⽥外語学院副学院⻑）にはいつも怒られました。すごく厳

しい⼈だった。佐野隆治会⻑（当時、事務⻑）には「おまえ、よく怒られ

るよな」と笑われていましたね。

きく枝先⽣は教育、特に若い⼈へのしつけに厳しい⽅でした。学⽣に対し

ても、きちんとするよう指導していました。最近になって、きく枝先⽣を

知る⽅と話をすると「あんなに優しい⽅はいなかった」とみんな⼝を揃え

て⾔うけれど、僕にはちょっと違った。それと、佐野公⼀先⽣（当時、佐

野学園理事⻑・神⽥外語学院学院⻑）は、近寄りがたい雰囲気でした。と

ても迫⼒のある⽅でした。

そうやって神⽥外語学院へ集⾦で通っていた時に、佐野隆治会⻑に、「酒

井くんはどこの⼤学出⾝なんだ」と聞かれました。「東京外語⼤です」と

答えると、「外国語⼤学を出て銀⾏に⼊ったのか。珍しいな」と⾔われま

した。ご本⼈に確認したわけではないですが、そのやり取りが残ってい

て、その後のご縁につながったのかもしれません。
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佐野会長とは、その後、ずいぶんとお会いしていない時期がありまし

た。昭和62（1987）年4月に神田外語大学が開学して、その後、平成6

（1994）年4月に福島のブリティッシュヒルズを開業しました。僕は銀

行で人事の仕事をしていたのですが、佐野会長が久しぶりに訪ねてきて

くれて、研修でブリティッシュヒルズを使ってくれないかと提案されたの

です。当時は理事長でしたから、トップ自らが営業に回っていたんです

ね。

僕は32年間の銀行員生活で2回、他行との合併を経験しました。第一銀行

と日本勧業銀行が合併して第一勧業銀行になり、第一勧業銀行・富士銀

行・日本興業銀行の三行が合併してみずほ銀行になった。2回目の合併の

時は第一勧業銀行の専務取締役で、調整業務の最高責任者でしたから、最

終判断をしなければならなかった。対等の合併だからプライドがぶつかり

合う。きつい仕事でしたね。

銀⾏によって使う⾔葉さえ違う。例えば、融資のことを、ある銀⾏では

「貸出⾦」、別の銀⾏では「貸出」、また別の銀⾏では「貸⾦」と⾔

う。そういった細かいことを、⼀つひとつ統⼀しなければならないのだか

ら、これは⼤変です。（3/7）
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学長を依頼した佐野会長は、一言、
「あんたなら、できるだろ」。それだけです。

銀行同士の合併の調整で大切なのは、相手方の銀行の「文化」には踏み込

まないこと。それぞれの銀行には文化がある。文化を否定すると、態度が

一気に硬化する。致命的です。とにかく理詰めの議論はしない。機が熟す

のを待つ。そのうちに疲れて、「こだわらなくて、いいか……」となる。

柿の実が落ちるのを待つわけですよ。

合併の仕事をやり終え、副社⻑を務めたみずほホールディングスを退職し

て、関連の不動産会社の役員になりました。2年ほど勤めた頃に、東京外国

語⼤学の⻲⼭郁夫学⻑から声がかかり、東京外国語⼤学の学外理事に就き

ました。

佐野隆治会⻑と再会したのは、東京外語⼤の理事をしていた頃です。「ち 

ょっと⼤学を⾒に来ないか︖」と声をかけていただき、千葉・幕張の神⽥

外語⼤学を訪問しました。7号館が完成したばかりの頃です。とにかく驚き

ましたね。英語学習の⾃主学習センターのSALC。アジアや太平洋の多⾔語

を学ぶ施設のMULC。どれも、個性的な建物でコンセプトが明快です。佐

野会⻑は「これからは、こういった施設を⽬⽟にしていきたいんだよな」

と語っていました。
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学校というのは「装置産業」の側面があります。学生が学ぶ施設そのもの

で教育理念を表現できなくちゃいけない。佐野会長がすごいのは、そこで

す。神田外語大学は施設を見れば、どんな教育が受けられるかが分かる。

新聞広告なんて要らない。佐野会長はどこにお金をかけるべきかを分かっ

ている人ですよ。

佐野会長は本気で人を育てることを考えている人。佐野会長を事業家だと

言う人もいるけど、僕は生まれながらの教育者だと思います。人が好き

で、若者が好きな人。人を育てるために本質を貫き、狭き険しき道を歩ん

でいく人です。

大学を見学し終えると、佐野会長は僕に「学長をやってくれないか」とお 

っしゃった。僕はさすがに驚いて、「待ってください。東京外語大で理事

はやっていますが、学長は違う。教育の素人じゃ無理です」とお答えしま

した。

神⽥外語⼤学は、初代学⻑が⼩川芳男先⽣。2代は⾔語学の⼤家の井上和

⼦先⽣。3代はアジアの⾔語と⽂化に精通された⽯井⽶雄先⽣。そして、

前任の4代は外交官として活躍された⾚澤正⼈さん。そこに銀⾏出⾝の僕な

んかが⼊ったら、教員は反発するはずです。

私⽴⼤学は学校法⼈の理事会が舵取りをしていくにせよ、現場は絶対に受

け⼊れてくれない。僕に学⻑は無理だと思いました。でも、佐野会⻑は、

⼀⾔、「あんたなら、できるだろ」。それだけです。（4/7）
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